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再生可能エネルギーの活用が注目される中、光触媒を用いた水分解水素生産技術や二酸化炭

素還元技術が脚光を浴びている。これらは太陽光エネルギーの化学反応への転換により実現す

るが、光生成キャリアの輸送に加え表面化学反応を伴うことから素過程が複雑であり、これま

で太陽電池研究者の積極的な参入はあまり見られなかった。ただし、近年 Cu(In,Ga)Se2など太陽

電池材料を光電極に用いた高効率水素生成反応が報告されるようになり、太陽電池研究との親

和性も指摘されつつある 1。また、光触媒材料は二酸化チタンや SrTiO3だけでなく、数多くの多

元化合物が採用されており 2、当シンポジウムを企画した多元化合物・太陽電池研究会で取り扱

う研究内容も多く合致しそうである。 

当研究グループでは、ここ数年、二段階励起型（Z スキーム）光電極系の酸素発生電極とし

て極めて高い変換効率を示す BiVO4を研究対象とし、太陽電池物性評価手法の活用を試みてき

た。その結果、蛍光寿命と反応効率の相関、理論寿命の見積り等、太陽電池評価手法を数多く

活用できることが判明した 3,4。このことは、表面化学反応は光キャリア輸送と切り分けて評価

する必要があり、バルクの改質が反応効率に多大な影響を与えることを示唆している。シンポ

ジウム当日は、化合物太陽電池と光触媒の評価結果を比較し、光キャリア輸送の重要性につい

て解説する。また、RF マグネトロンスパッタリング法を活用した製膜研究についても紹介し、

Cu(In,Ga)Se2薄膜の結晶成長との相違点も説明したい。 
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